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本紙に掲載されている画像・文章の 

無断転載を禁止します 

日
本
の
タ
レ
ン
ト
や
官
僚
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
「
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
」
が
、
世
界
的
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
ま
す
。「
米
映
画
最
大
の
祭
典
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
主
催
す
る

映
画
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
は
３
日
、
映
画
監
督
の
ロ
マ
ン
・
ポ
ラ
ン
ス
キ

ー
氏
（
８
４
）
と
黒
人
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
ビ
ル
・
コ
ス
ビ
ー
氏
（
８
０
）

の
会
員
資
格
を
剥
奪
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
追
放
す
る
と
発
表
し
た
」

（
読
売
新
聞
５
月
５
日
付
首
都
圏
版
朝
刊
よ
り
） 

ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
は
１
９
７
７
年
に
米
国
で
１
３
歳
の
少
女
に
わ
い
せ
つ

行
為
を
し
た
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、
そ
の
翌
年
に
国
外
逃
亡
、
現
在
は
フ

ラ
ン
ス
に
住
ん
で
い
ま
す
。
２
０
０
３
年
に
「
戦
場
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
」

で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
監
督
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
米
国
で
の

授
賞
式
に
は
出
席
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
御
所
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
コ
ス

ビ
ー
は
２
０
０
４
年
に
自
宅
で
知
人
女
性
に
薬
物
を
飲
ま
せ
て
暴
行
し

た
容
疑
で
有
罪
の
評
決
を
受
け
、
近
く
量
刑
が
言
い
渡
さ
れ
る
―
―
と

読
売
新
聞
は
結
ん
で
い
ま
す
。 

ポ
ラ
ン
ス
キ
ー
と
い
い
コ
ス
ビ
ー
と
い
い
、
世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
な
ぜ
セ
ク
ハ
ラ
を
？
と
思
っ
て
い
た
ら
、
翌
４
日
、
さ
ら
に
驚
く
べ

き
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞

の
発
表
見
送
り
で
す
。
こ
れ
も
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
の

妻
を
持
つ
写
真
家
の
セ
ク
ハ
ラ
問
題
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。 

こ
ん
な
こ
と
が
流
行
し
て
は
困
る
の
で
す
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今回は映画の話。独断と偏見で外国映画オールタイム

ベストテンを選んでみたので、ご笑覧を。（順不同） 

① 地獄の黙示録 

監督：フランシス・フォード・コッポラ  製作：１９７９年、アメリカ  

ベトナム戦争映画を作るとハリウッドに宣言して、ジョゼ

フ・コンラッドやトマス・エリオット、ジョージ・フレイザーな

どを換骨奪胎させた個人的な映像文学をコッポラは作っ

てしまった。特に２００２年に編集された特別完全版をお

勧めしたい。新たに加わったフレンチ・プランテーション

の場面、ベトナムに介入したアメリカとフランスの食卓で

交わされる議論は、そのまま戦争論として読める。 

② 夜明けの舗道 

監督：ジョン・ニューランド 製作：１９７０年、イギリス 

ロミー・シュナイダー演ずる母親の、息子へのゆがんだ

愛情がサスペンスを生む隠れた傑作。精神分析学的映

画として、アルフレッド・ヒッチコックの「サイコ」や「めま

い」を凌ぐのでは？ 

③ 或る夜の出来事 

監督：フランク・キャプラ 製作：１９３４年、アメリカ 

④ スミス都へ行く 

監督：フランク・キャプラ 製作：１９３９年、アメリカ 

キャプラ映画を２本。実はキャプラ・タッチというよりも、

当時ハリウッドで全盛のスクリューボール・コメディーを

撮ったら、まさにキャプラ映画になってしまったのが「或

る夜……」。それに対して、まぎれもなくキャプラ・タッチ

で撮ろうとして撮ったのが「スミス……」。そのどちらもが

傑作で、どこを切ってもキャプラなのだからすごいの一

語に尽きる。 

⑤ ある戦慄 

監督：ラリー・ピアース 製作：１９６７年、アメリカ 

映画は大きく２通りに分かれる。グランドホテル・システ

ムとロードムーヴィーだが、両要素の幸福な結実がジョ

ン・フォードの「駅馬車」だとすれば、こちらはホテルを地

下鉄に置き換えて、さらに人種問題などを加味して練り

上げられている。凡百のニューシネマとは一線を画す

る。 

⑥ ローマの休日 

監督：ウィリアム・ワイラー 製作：１９５３年、アメリカ 

あまりに傑作なので、タイトルに隠された意味にまで考

えが及ばない。「ホリデー・イン・ローマ」でなく「ローマ

ン・ホリデー」なのだ。つまり「ローマの休日」ならぬ「ロー

マ人の休日」。古代ローマ人が休日に兵士どうしの殺し

合いをコロシアムで観戦して楽しんだように、グレゴリ

ー・ペックとオードリー・ヘップバーンの成就しない恋を、

観客の皆さんは存分に楽しんでください、という意味が

こめられた恐るべき映画。 

⑦ コンバット 恐怖の人間狩り 

（日本未公開、テレビ放映、ＶＨＳ発売） 

監督：ハーヴェイ・ハート 製作：１９７６年、カナダ 

ダグラス・フェアベアン「銃撃！」が原作の低予算映画。

アクション映画かと思いきや、途中からフランツ・カフカ

的迷宮に吸い込まれていくのに驚かされる。ラストシー

ンには、銃社会アメリカの抱える問題と米ソ冷戦時代の

緊張感がメタファーとして漂っているように感じる。 

⑧ マリア・ブラウンの結婚 

監督：ライナー・ヴェルナー・ファスビンダー 製作：１９７９年、西ドイツ  

西ドイツという国も、１９８９年のベルリンの壁崩壊と東西

ドイツ統一で消えてしまった。戦後世代のトップランナー

であるファスビンダーが戦後のドイツ社会を 1 人の女性

の運命に託して描き切った、いわばドイツ版「浮雲」。ハ

ンナ・シグラは高峰秀子を超えたか？ 

⑨ 暗殺のオペラ 

監督：ベルナルド・ベルトルッチ 製作：１９７０年、イタリア 

「ルナ」「ラスト・エンペラー」「リトル・ブッダ」と連なる、ベ

ルトルッチの輪廻転生テーマのルーツは、この１９７０年

のホルヘ・ルイス・ボルヘス原作の小品にあったことに

納得。考えてみればフョードル・ミハイロヴィチ・ドストエ

フスキーの「分身」を映画にしたのもベルトルッチだっ

た。 

⑩ 生きていた男 

監督：マイケル・アンダーソン 製作：１９５８年、アメリカ 

どんでん返しのある映画は、どんでん返しがあるという

ことさえ、本来うたってはいけない。しかしあっと驚く意外

な結末ベスト５といった企画に、「サイコ」やアンリ・ジョル

ジュ・クルーゾー「悪魔のような女」とともに顔を出す常

連作品なので、お許しを。緻密な構成は映画作りのお手

本のようだ。（こや） 

 


